
　研修を長年続けていると、よく
いわれることがあります。研修内
容についてです。「実践はできて
も、理屈がわからないのでは役に
立たない」、「理屈は立つが実践は
まるでできない」、「現場で実践し
ないと、研修の意義がないね」な
どです。これらに共通しているこ
とは１つです。理屈と実践の両方
がないと役には立たないというこ
とです。まあ欲張りといえば欲張
りです。
　理屈とは何でしょうか、これが
両者の関係を解き明かすヒントに
なると思います。「理屈とは物事
の筋道、道理のこと」です。理屈
は論理、理論などを連想させます。
「理屈っぽい」とか「理屈をこね
る」、「理屈に合っている」はこの
意味を反映しています。
　理屈に相対する言葉として「実
践」、「実際」、「現実」があります。
なかでも「実践」には能動的な働
きが含まれています。実践とは単
に現実があるというだけでなく、
人間が対象に働きかけることに
よって具体化し、何かを実現する
ことなのですね。実践を次のよう
に定義しましょう。「原理、道筋
を活用して、対象に働きかけ、あ
ることを生み出すこと」。ですか
ら、研修にはやり方の道理や理論
を活用して実際に活用できること
が期待されているのです。

理屈と実践
見直しが行われます。PDCを回
すことになります。このようにし
て、実践は理論を生み、理論は新
しい実践を生み出すのです。理論
と実践のやりとりが、新しい学問
を拓くのです。

　なぜ、研修では両者が必要なの
でしょうか。第１は、たしかな実
践力の養成が求められているから
です。確実に成果の上がる実践を
身につけなければなりません。第
２は、応用と工夫を行える人材を
必要としているからです。新しい
実践をしてほしいのです。そのた
めには単なる繰り返しではなく、
理論に基づいたものとなることで
す。第３に、自ら動ける人材が欲
しいからです。自分で考え、自分
で行動する人材が求められていま
す。指示待ち人材はいらないので
す。第４は、次世代の理論を生み
出す担い手として、人材育成をと
らえているからです。既存の理論
と実践を身につけるばかりでな
く、理論と実践を結びつけてイン
タラクティブ（複数の事象を相互
に関連づける）に考えるプロセス
を体験させたいのです。これが次
代への飛躍の鍵を握っていると考
えるからです。
　私たちは何気なく、「理論と実
践」という言葉を使っていますが、
その深層には大きな流れが隠され
ていたのです。
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　一般に実践はやさしく、理屈は
難しいと考えられがちです。これ
は考え方の相違で、理屈はやさし
いが、実践は難しいという言い方
もできます。実践をしやすくする
のが理屈と考えれば、気が楽にな
ります。もともと世の中には実践
があって、それを「もっと良くし
たい」、「どうすればたやすくでき
るのか」と問いかけたことで、理
屈が生まれたのではないでしょう
か。生まれた理屈を説明しやすく
整理すると、学問になります。
　たとえば、有機農法は先祖代々
農家で行われていた農法で、今日、
注目されています。有機野菜は味
が良く、野菜本来の栄養価をもっ
ています。有機農法では害虫や雑
草を防ぐ農薬や化学肥料を使いま
せん。この農法は土づくりを中心
に行います。有機物を混ぜ、腐食
や発酵をさせることで豊かな土を
つくるのです。手間がかかり、リ
スクも大きく、安定した栽培方法
という点で難しい方法といえま
しょう。「楽々、良いもの、安く、
早く」という生産の原則からみる
と難ありです。
　ある人が実践をとおして優れた
有機農法の理論を確立したとしま
しょう。すると、先進的な農業者は
これを実践していきます。野菜で、
米で、果実で、多彩な実践が行わ
れます。この実践成果から理論の

実践から得るもの
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